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援
肋
は
、
三
億
磅
に
及
ぶ
對
支
投
資
を
含
む
狐
得
權
益
办
確
保
1
念
願
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す
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、
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那
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ふ
廣
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な
半
植
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地
的
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資
本
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動
の
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力
範
固
內
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ん
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狄
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，あ
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そ
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ツ
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の
了
の
具
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的
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此
の
點
に
於
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本
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的
ブ
ロ
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ク
經
濟
の
特
質
が
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分
に
.筋
は
れ
る
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此
の
意
缺
に
於
てd

 

支
事
變
の
進
股
或
拉
箭
に
於
け
る
翳
爭
の
忿
機
の
切
追
に
應
じ
、
.ブ
ロ
ツ
-ク
組
織
の
强
化
は
誠
に
緊
要
で
'あ
り
、
又
共
め
內
部
に
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け
る
原
料
自
給
性
の
確
保
は
、
經
，濟
的
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
、
靡
.事
的
に
も•

意
義
は
極
め
て
允
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
英
國
は
又 

海
軍
力
、
證
力
の
擴
充
を
以
て
、
其
の
弱
點
た
る
愿
領
の
散
柱
性
を
克
服
せ
ん
と
努
め
る
ノ
4
ま
れ
現
狀
に
關
す
る
限
り
、
そ
の
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富
なH

業
原
^
の
自
給
刀
.確
保
をE

^

に
1%
英
國
の
凡
ゆ
る
努
力
は
活
潑
に
續
け
ら
れ
.る
と

見
る
べ
き

で
あ
ら
うo
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問
題』

: 鬣一A  _■

商

郧

ウ
ィ
リ
ア
ム
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ス
タ
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ジ
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ヴ
ォ
ン
ズ
の
名
は
經
ま
舉
史
上
、
主
と
し
て
純
现
に
對
す
.る
其
の
贯
献
に
出
つ
て
記
憶
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
。
洵
に
彼
れ
以
前
に
於
け
る
效
用
分
析
の
散
漫
な
る
斷
片
を
、包
括
的
な
る
價
敝
、交
換
及
び
分
配
の
现
論
に
飢
成
せ
る
も
の
は
ジ 

H

ヴ
ォ
ン
ズ
で
あ
つ
た
。
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
純
理
以
外
，の
領
域
.に
於
い
て
も
多
く
の
貴
蜇
な
る
勞
作
を
賤
し
て
ゐ
る
0
彼
れ
は
飩 

.に
一
千
八
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六
十
，一
一
一
郎
四
月
十
六
ロ
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の
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版
し
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價
の
上
に
及
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す
金
の
供
給
咐
加
の
影
，響
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:
棟
求
し
、著
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，く
指
數
.の
硏
究
を
進
め
た
の
で
.あ
る
が
、
而
も
彼
れ
が
初
め
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名
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^
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ま
い
o
.

.u 

. 

\

.
ジ
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ヴ
，ォ
ン
ズ
が
初
め
て
石
炭
問
題
に
法
意
を
挪
っ
た
(?
>
は
ー
千
八
西
六
+
ー
年
蒞
し
く
は
ニ
苹
の
こ
，と
で
あ
っ
た
0
硏
究
は
一
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八
商
‘六
十
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力

に
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手
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し
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火
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に
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本
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同
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せ
ら
れ
、
士 
一
 

d
一
十
八
日
の
顷
に
出
版
#
マ
.ク
ミ
ラ
ン
.に
送
付
せ
ら
れ
、 

類
六
十
五
年
一
.月
六

日

に

出

版

の

承

諾

を

與

へ

ら

れ

、

而

し

て

同

年

！
：
月

〗

一
十四

：！：

ょ

り

三

十'日
に
至
る
週
内
に
發
兌
せ
ら
rt
た
。 

(Lette

-Hs

Rp
J
o
u-a
a
l of* "W. 

stanlev.Tevons, 

ed. b
y

K
s wife, 

1
800
6
, p. 

2
0
3.ン 

o

-

■

 

-

-

 

-

 

,

-■
■

-

-

,

.

 

-

ハ

'-
-

-

'

:

.

.

-

--
て
-

-
.-
.-
'
.
-
.

..、 

. 

■ 

■ 

• 

•
 

. 

■
 

. 

■
 

■

ジ
，

H

ヴ
ォ
ン
ズ
ぽ
先
づ
、
或
る
程
度
迄
彼
れ
の
結
論
.を
豫
示
せ
る
ジ
a
ン
•ゥ
ィ
.リ
ア
ム
ス(John* W

i
l
l
i
a
m
s
)
(

共
の
蓉Natural

History of the. 

Mineral* 

K
i
n
g
d
o
m
,

は
一
千
七
西
八
十
九
年
に
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る)

以
來
の
諸
家
の
意
見
を
鐵
示
し
、
而
し
て

又

、

エ
ド

ヮ

ー
ド

•
ハ

ル

(

M
P-
I
る

f
f
i
e
vg
に
ょ
っ
て
行
は
れ
た
る
英
國
內
に
存
在
す
る
炭
田
の
總
<ln
有
氣
の
見
橫
を
引
用
し
、
菇
れ

を
以
っ
て
典
の
立
論
の
地
質
學
的
鉴
礎
資
料
と
な
し
て
ゐ
る
。
次
い
で
彼
れ
は
斯
問
題
の
地
質
學
的
方
而
を
考
察
す
る
。
恐
ら
く
採
掘

の
深
度
に
關
し
て
は
侗
等
芷
確
な
る
自
然
的
限
坭
も
#
す
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
而
も
.遊
し
く
深
き
炭
坑
に
於
け
る
布
炭
の
仅

扱
及
び
抽
出
の
困
難
梢
加
は
著
し
く
其
の
價
格
■を
騰
貴
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
漸
次
的
涸
渴
が
表
明
せ
ら
れ
、
而
し
て
兆
の
痛
歎

す
可
き
結
梁
が
坐
ぜ
し
め
ら
冬
可
き
は
這
般
の
儕
格
騰
貴
で
：あ
冬
_
0
1
_
ゆ
聆
：地
て
：ゆ

た
や
ぅ
で
あ
る
が
、
而
も
、
，最
深
の
炭
坑
の
或
る
漭
ょ
*0
杣
出
せ
ら
る
\
石
炭
に
對
し
て
要
求
せ
ら
る
、
高
價
は
早
晚
齊
通
の
石
炭
に 

對
し
て
す
ら
要
求
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
る
高
價
を
豫
示
す
る
9 (The.qoal Q
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H

ヴ
ォ
ン
ズ
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
英
國
人
が
現
在
金
世
界
に
互
.つ
て
指
導
的
勢
力
を
有
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
は
何
等
一
般
的 

な
る
知
織
的
優
越
に
由
る
も
.の
で
.は
な
く
し
て
、1

定
の
有
利
な
る
精
神
的
性
質
と
其
の
’特
有
な
る
物
質
的
資
源
と
の
聯
合
に
栽
く
も 

の
で
あ
る
。
前
世
紀
以
內
に
至
る
迄
は
、
英
國
人
が
其
の
國
內
に
於
い
て
實
行
，せ
^
殆
ん
ど
總
ベ
て
の
技
術
は
.歌
く
其
の
起
.原
を
大
陸 

に
有
す
る
も
の
..で..あ
っ
て
、
最
近
に
至
る
迄
、
英
國
は
諸
技
術
に
於
い
て
未
熟
で
あ
り
劣
等
で
あ
っ
た
。
而
し
て
英
國
人
が
最
近
に
於 

い
て
寄
與
..せ
る
殆
A/
ど
總
、ベ
.て
の
技
術
及
び
發
見
は
其
の
石
炭
の
低
廉
と
優
良
と
が
ら
生
•じ
た
も
の
で
あ
る
。
9

P
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V00
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ヴ
ォ
ン
ズ
は
汩
炭
の
經
濟
的
使
用
が
其
の
消
費
量
を
減
少
す
る
と
想
像
す
る
を
以
つ
て
金
然
觀
念
の
滞
亂
で
あ
る
と
看
做
す
。 

其
わ
皮
對
が
眞
で
あ
る
6
原
則
と
し
て
新
た
な
る
經
濟
的
方
法
は
消
費
の
增
加
を
來
さ
し
，む
可
き
で
あ
る
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f
,

 p. 

1
2
3
0
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經
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は
石
炭
の
使
用
を
し
て
更
ら
に
有
利
な
ら
し
め
、
斯
く
て
又
*
，石

炭

に

對

す

る

現

布

の

需

要

は

增

加

'す
る
。
そ
は
過
去
に
於
い
て
友
機 

で
あ
っ
た
-
そ
は
又
、
將
來
に
於
い
て
然
る
可
き
で
あ
る
。(ibid., 
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2
4
0
。

科
學
.の
不
斷
の
進
歩
に
由
っ
て
、
布
炭
の
或
る
代
用 

物
、
I

恰
も
蒸
汽
が
動
物
の
勞
働
'を
凌
駕
す
る
が
如
く
に
、
遙
.か
に
胃
を
凌
獯
し
っ

i
あ
る
或
る
動
力
の
泉
源
が
發
見
せ
ら
る
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時
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
と
沄
ふ
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
るo(ibid., 

p
,

1
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o
'而
も
、著
者
を
议
つ
て
觀
れ
ば
、
發
見
の
不
斷
の
傾
向
が
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、
炭

を

し

て

愈

々

食
.々
有
效
為
る
動
因
た
ら
し
む
る
‘に
拘
ら
ず
、~
英
國
の
石
炭
が
使
ひ
果
さ
れ
た
時
、
更
ら
に
有
力
な
る
或
る
一
.淀
の
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用
物
が
掛
現
す
可
き
見
込
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
6
總
べ
て
の
經
驗
は
、
水
が
蒸
汽
の
可
能
な
る
商
的
代
用
物
で
は
な
く
し
て
、
却
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,
て
蒸
汽
が
其
の
最
初
に
使
用
せ
'ら
れ
た
時
か
ら
し
.て
水
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の
代
用
物
で
あ
.っ
た
事
實
を
指
示
す
る
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1
5
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荅
人
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し
て
浩
し
機
械
勞
働
の
水
力
黄
金
時
代
を
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す
可
き
で
あ
.る
な
ら
ば
、
そ
は
猶
ほ
力
の
究
竟
泉
源
と
し
て
蒸
汽
を
使
用
し
て
届
ら
な
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れ
ば
な
ら
ぬ
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石
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近
部
最
も
廣
大
な
る
次
易
の
實
體
と
爲
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、
米
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の
發
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家
に
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o
て
船
舶
用
蒸
汽
機
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の
汽
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に
使
用
せ
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こ
と
を
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提
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せ
ら
れ
た
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そ
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之
れ
に
:ft
る

を

,#
浴
も
の
，で
あ
る
o
.而
も
-
然
ら
ば
、
石
汕
は
地
熱
又
は
人
爲
的
の
熱
に
ょ
つ
て
石
炭
ょ
り
蒸
溜
せ
ら
れ
た
る
典
の
精 

に
非
ず
し
て
仞
ぞ
パ
其
の
自
然
的
供
給
は
石
炭
れ
共
れ
ょ
り
も
遙
か
に
限
定
せ
ら
れ
て
居
り
、
且
つ
不
碗
實
で
あ
る
。
共
の
價
格
は
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.

•

に
ー
噸
約
十
五
磅
で
あ
る
。
而
し
て
人
爲
的
供
給
姑
惟
り
大
な
る
費
用
を
以
り
て
烕
る
種
の
石
炭
を
蒸
溜
す
る
に
ょ
つ
て
の
み
取
得
せ 

ら
る
-
て
と
が
出
來
る
。-
然
ら
ば
、
石
油
の
使
用
を
擴
張
す
る
は
石
炭
の
消
费
を
促
進
す
る
新
た
な
る
方
法
に
過
ぎ
な
い
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我
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造
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油
工
業
勃
興
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す
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こ
と
が
思
ひ
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は
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れ
る
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. 

• 

. 
. 
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H

.

著

者

は

：救
に
：其
の
：

_
を
本
問
題
の
全
然
別
樣
な
名
方
.©
に
進
め
、
先
づ
人
口
の
自
然
的
原
理
を
說
明
ず
る
：
.0
.國
民

：は

全

體

と

し

：ズ

>
:''
:
.

, 

r 

必
然
孫
炭
の
.消
费
を
惹
起
す
る
蒸
汽
機
關
及
び
其
の
他
の
發
明
が
使
用
せ
ら
る
\
敗
至
つ
た
時
か
ら
急
速(

に
其
(0
薇
を
增
加
1.
:
た
0
凡 

\
:

:
そr

千
八
百1'

ー
十
华
に
至
る
迄
は
、
農
業
及
びh

業
人
口
は
略
々
均
等
に
增
加
し
た
。
然
し
な
が
ら
-
其
の
頃
に
至
つ
て
前
者
は
過
剩 

.

;
と
爲
り
、
大
な
る
貧
困
变
惹
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
急
锂
不
斷
の
增
加
に
對
し
て
何
等
か
の
餘
地
を
與
'へ
た
.も
0
,は
惟
り
英
國
の 

.都
邑
：並
^
に
.遼

炭

番

遽

鐵

：地
：方

で

._あ.る
々
：：彼

れ.日
>

、
：
吾

人

の

叛 

,

か
の
重
大
な
名
意
義
を
有
す
る
殼
法
の
廢
止
は
英
國
人
を
穀
物
か
ら
解
放
し
て
.石
炭
忆
依
顧
せ
じ
め
た
。
そ
.は
少

く

と

も

！

石

炭

が

終

，
，

に
此
の
國
の
M
要
產
物
と
し
て
承
認
せ
ち
る
く
に
至
づ
た
時
期
を
劃
す
る
も
の
で
あ
る
I

そ
は
、
m-
,に
石
^

^

用

の

發

達

の

別

名

た 

るH

業
的
利
害
關
係
O'
優
越
を
標
示
す
る
^
の
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

1
7
3
0
0
「

當
分
は
、
我
が
®
.廉
な
る
■石
炭
の
供
給
，と
、v

#

o使
用 

上
に
.，於
け
る
我
が
熟
練
と
、
.他
の
廣
大
な
る
地
棣
と
の
.我
が
通
商
の
自
由
と
は
吾
人
を
し
て
此
の
島 

>の
限
，ら
れ
た
農
_
地
域
か
ら
獨 

立
せ
じ
め
ノ
而
し
て
吾
人
を
マ
.
.ル
サ
ス
學
說
の
適
用
範
圍
か
ら
脫
却
.せ
，
レ

め

た

。

吾

人

は

、其

の

豐

度

が

猶

ほ

；

1
見
し
た
所
で
は
之
れ
に 

對
す
る
.吾
人
の
需
'要
に
連
^
て
減
少
す
る
こ
と
の
な
い
富Qr

泉
源
に
依
賴
し
て
，次
第
に
富
裕
と
爲
り
、
人
ロ
夥
多
と
爲
り
つ

\-
あ
る
.
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.

彼

れ

，は

更

ら
'に
犯
，の
論
步
を
進
め
て
言
ふ
、
又
, *

吾
人
が
直
接
^
炭
と
關
係
あ
.る
產
業
に
親
し
む
こ
と
愈
々
大
な
れ
ば
、
人
口
增
加 

の
割
合
は
漩
々
急
速
且
つ
不
斷
で
あ
る
士
。：
询
.に
英
國
人
口
.の
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
增
加
は
明
か
に
移
往
に
よ
つ
て
抑
制
せ
ら
れ 

た
が
、
而
も
、
這
般
の
^

&
が
國
內
に
於
け
る
窮
迫
に
銮
く
も
め
で
な
い
こ
‘と
は
過
去
十
年
乃
產
十
五
年
間
に
於
け
る
著
し
く
增
加
せ 

ち
結
婚
の
頻
度
に
徵
し
て
明
&
で
あ
る
。
而
し
て
、
這
般
の
移
住
は
■一
時
英
國
民
め
.單
な
る
數
に
於
い
て
の
發
達
を
抑
制
す
る
も
v
rt 

も
ノ
そ
は
共
の
福
威
を
著
し
く
增
進
し
、
觅
ら
に
大
な
る
將
來
の
人
ロ
增
加
を
誘
致
す
る
に
資
す
る
。
著
者
は
次
い
で
其
の
注
意
を
蹴
、 

綿
、
木
材
、
船
舶
及
び
其
.の
他
英M

產
業
の
大
な
る
餓
部
門
に
，よ
つ
て
示
さ
れ
た
る
急
速
且
つ
不
斷
の
進
少
率
に
向
け
る
。，

而
し
て
彼

れ
は
英
國
の
商
工
粱
が
顯
然
た
る
限
界
な
く
し
.て
、
算
術
級
數
に
於
い
て
C
は
な
く
幾
何
級
數
に
於
い
て
"
單
な
る
加
法
に
よ
つ
て
r

. 

.

.

-

、

.. 

.

-

 

■

は
な
<
.乘
法
に
よ
•つ
て
"
而

し

て

常

，
に

高

率

に

し

V
.

又
、
屢
々
不
斷
'の

遞

昇

荜

に

よ

つ

て

，
發

達

.せ
し
.め
ら
る
.
\こ
.と
を
明
か
に
す
る
。
.

.
•-
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.
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■

而

し

て

、
，
ジ
1
 
ゥ
ォ
ン
ズ
は
、
英
國
產
業
の
進
步
が
此
の
當
時
に
至
る
迄
、
.概
し
て
抑
也
せ
ら
る
\
こ
と
な
き
を
立
證
す
る
。
斯
く 

て
英
國
產
業
の
'主
要
な
る
部
門
が
進
歩
す
る
限
り
は
、
其
の
石
炭
の
消
費
が
等
し
く
幾
何
級
數
に
於
い
て
增
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ 

と
が
明
か
で
ハ
办
る
。
彼
れ
は
當
時
の
英
國
.に
於
け
る
石
炭
消
費
の
增
加
率
、を
調
夜
す
る
。
而
し
で
彼
れ
は
、
英
國
に
於
け
る
汩
炭
の
消 

費
が
是
れ
迄
に
等
し
き
劚
合
に
於
い
て1

百
十
年
間
倍
加
し
續
け
る
士
し
た
な
ら
ば
、
斯
く
の
如
き
間
，に
於
い
て
消
費
せ
ら
る
、
布
炭 

の
全
量
は1

〇
〇
、
〇
〇
0
、
0

0
〇
、
〇
〇
0
噸
な
る
可
き
と
と
を
推
定
す
る
。
英
國
が
現
在
の
進
步
を
續
く
る
こ
と
一
世
紀
^
^
に 

及
ん
だ
な
ら
ば
、
同
國
'の
炭
坑
は
四
千
呎
の
'深
度
、換
言
す
れ
ば
、
同
國
に
於
け
る
現
注
.0
最
深
炭
坑
よ
り
も
觅
ら
に
ー
千
五
百
呎
の
深 

さ
迄
採
掘
し
盡
さ
る
可
き
で
あ
る
。
英
國
の
.石
炭
の
總
べ
て
が
平
均
凡
そ
ニ
千
呎
の
深
さ
か
ら
掘
り
出
さ
る
V
に
至
づ
た
な
ら
ば
、
同

國
の
製
造
業
者
は
二
倍
に
騰
貴
せ
る
燃
料
の
.價
格
と
鬪
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
爲
る
で
あ
ら
う
。
平
均
の
深
度
が
四
千
呎
に
增
加 

す
る
に
至
'つ
た
な
ら
ば
、
其
の
結
果
は
燃
料
費
に
於
け
る
更
ら
に
.大
な
る
而
も
未
知
の
騰
貴
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
な
が
ら
、
ジ 

、

ヴ

：
ォ

ン

ズ

は

斷

じ

，て

*
斯
く
の
'如
き
數
字
か
ら
し
て
、
.英
國
の
炭
田
价1

低
紀
有
餘
の
杓
に
四
千
呎
の
深
さ
®
採
掘
せ
ら
る
可
き
こ 

と
を
主
張
し
つ
、
あ
る
も
の
で
は
な
い
。(

^
p:
., 

.
p
v
2
4
1
.
)
o

派
れ
は
單
に
、
英
國
が
長
く
其
.の
現
布
の
消
雙
置
梢
加
の
割
合
を
特
續 

.し
得
な
い
こ
と
、
英
國
.が
斷
b

H
想

像

せ

ら

れ

た

る

消

費

の

，ょ

•り

大
な
る
高
に
進
み
得
ざ
る
こ
と
を
論
結
す
‘る
に
過
ぎ
な
い
。
而
も
*
.
 

斯
く
の
如
き
は
單
に
、，.英
國

の

進

歩

に

對

す

る

抑

，制

が

’現

時

ょ

り

1

世
紀
以
內
に
於
い
て
明
か
に
感
知
せ
ら
る
キ
に
至
ら
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
こ
と
、
燃
料
費
が
、.
恐
ら
く
は1

坐
涯
中
に
、
同
國
の
商
業
上
及
び
エ
業
么
の
鄹
權
に
取
つ
て
有
寄
な
る
度
合
迄
騰
貴
叱
ざ
る
を 

得
ざ
る
こ
と
を
意
，

る
に
止
ま
る
。
而

し

て

蓄

I

の
多
幸
な
る
進
病
i

が
I

f

れ
た
る
期
間
の
物
で
t

l

ふ
結 

論
は
蓝
し
避
け
#
ざ
る
所
で
あ
る
.
o

(

i
b
p 

P, 2
4

2
0

0
,

,
 

:

::

お
英
國
办
翁
炭
^'
调
國
杓
に
：■
5

修̂
用
::
1>:;
盡
聽
_

*
場
濟
_
は
¥

_
國
太
^

輸
人
す
る
が
妯V

に
之
れ
を
輸
入
に
俟
つ
こ
と
を
^
可
き
で
あ
る
ふ1

K

ふ
意
見
が
.、是
れ
、迄
"多
數

の

出

_

目

な

思

瀨

家

等

に

ょ

つ

て

提 

議
せ
ち
れ
た
。
而
も
*
ジ
_ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
布
炭
の
輸
出
は
英
國
貿
易
のM

大
に
し
て
且
つ
漸
次
發
展
し
つ
、
あ
る
部 

:
«免
货
#
^;
が
、々

敗
歡
參
取
轉
倒
&:
:
將
來
杧
於
げ
.る
葙
炭
$
:韻
流
：̂
ば
商
業
出
術
_

_
洛

不

贫

碧〖

で

(

i
b
i-f
‘
p
p
. 

2
4
6
-
2
4
7
0
。

然
ら
ば
、何
故
に
英
國
は
現
在
幾
百
萬
噸
の
石
炭
.を
輸
出
し
、
而
し
て
地
球
上
總
べ
.て
の
地
方
に
之
れ
を
配
給 

す
る
こ
と
を
淵
て
、
而
も
猶
ほ
其
の
喪
祗
れ
た
‘な
富
を
將
來
の
進
步
せ
る
船
舶
に
ょ
つ
て
呼
び
‘還
す
て
と
を
期
待
し
得
ざ
る
か
を
凝
問 

と
す
る
諧
が
あ
る
•で
，あ
ら
う
。(i

b
i
f

 

p. 

2
4
7
.

.英
國
の
朽
炭
が
世
界
_の
あ
ら
.ゆ
る
蜇
要
な
る
地
，方
に
於
叭
て
膦
入
せ
ら
れ
、
.消
費 

せ
.ら
る
、
は
幾
分11

ュ
ー
ヵ

ッ

ス

‘ル
.及
び
ゥ

ヱ

ー
.ル
ズ
の
汽
罐
用
石
族
の
比
類
な
く
良
質
な
る
こ
.と
\
-
そ
が
低
廉
に
船
積
せ
ら
れ
得
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1
4
.八

.

(

、五
.西
！D

 

る

の

事

實

.と
に

基

く

も

、

而

も

そ

湫

主

と

七

で

布

炭

が

脚

荷

ゾ

即

ネ

塡

補

物

と

し

て

運

搬

せ

ら

れ

、

又

低

率

な

る

戾

り

運

貨

に

侬

る

吟
 

事

實

に

遨

く

の

で

あ

る

，。

(ibid., 

p. 

2
5
3
0
0

英

國

と

雖

も

、

自

激

.に
逆

ひ

、
.,
又

あ

ら

ゆ

る

物

質

的

條

件

の

缺

芝

裡

に

在

つ

て

其

の

產
 

業

克

推

進

し

得

る

と

想

像

す

る

は

洵

に

馓

悛

で

.あ
り

痴

臌

.で
あ

ら

ぅ

。

英

國

の

今

日

迄

の

成

功

ft
自

己

の

氣

カ

に

.依
る

と

少

.

.

く

.も

等

し
 

き

程

度

に

於

い

て

、
•自
然

に

負

ふ

所

の

も

の

で

あ

る

。(ibid., 

p. 

2
700
.

)

。 

\

英
國
は
現
在
记
於
け
る
進
少
の
程
度
を
長
く
持
續
す
る
こ
と
を
锊
な
い
。
共
の
增
加
し
つ
、
.あ
る

繁

榮

に

對

す

る

设

初

.の

抑

制

は

其 

'の
人
口
を
し
て
過
剩
な
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
移
住
は
之
^
を
綏
和
し
、
、
.又
質
易
の
增
加
を
喚
起
す
る
に
依
つ
て
其
の
進
少
を
維 

捋
す
る
を
得
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
な
が
ら
、
暫
く
に
し
，て
英
國
は
佥
然
新
た
な
る
.諸
傾
習
を
猓
用
し
て
贫
困
に
沈
む
か
、
然
ら
ざ
れ 

ば
同
國
靑
年
の
止
む
こ
七
な
き
华
々
の
退
去
を
附
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
著
容
は
更
ら
に
、
興
の
窮
極
の
結
果
は
合
衆
國
.に
於

’い

て

勞

働
 

を
夥
多
な
ら
し
め
、
.是
れ
が
爲
め
に
英
國
の
鐵
工
業
が
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
*
，ニ
ア
の
比
類
な
き
鐵
及
び
右
炭
の
資
源
に
ょ
つ
て
下
値
を
附
せ 

ら
る
、
に
至
る
可
音
こ
と
を
指
摘
す
る
.°
粗
蹴
エ
業
が
英
國
最
初
ぬ
損
失
た
る
可
き
こ
と
は
恐
ら
く
は
誤
り
な
き
所
で
あ
ら
ぅ
が
ク
而
.
 

も
同
國
製
造
業
の
幾
許
が
其
の
後
を
追
ふ
可
•き
.か

は

言

明

す

る

を

得

ざ

る

所

.で
あ
る
。
燃
料
の
使
用
節
約
は
何
等
英
國
を
し
て
闲
_
を

.
 

免
る
\
の
道
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
制
限
的
法
制
は
產
業
發
達
の
自
然
的
：進
路
を
害
す
る
こ
と
を
得
ょ
ぅ
が
、
而
も
之
れ
を
修
理
す

る

こ

と

を

得

な

い o
c
i
b
i
f

 

P
.

1
1
0
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.
 

'

ジ

.工

ヴ

ォ

ン

ズ

は

聲

を

大

に

し

‘て
言

ふ

、

他
の
國
々
が
大
抵
、
絕
ゆ
る
こ
と
の
な
い
年
々
の
收
獲
の
.所
得
.に
ょ
‘つ
て
#

立
す
る
に
反 

し
、-
英
國
は
何
等
の
年
利
を
も
度
ず
る
.こ
と
な
く
却
つ
て一

■度
び
.光
と
熱
と
力
と
に
變
じ
た
な
ら
ば
、
•永
遠
に
空
間
中
に
入
る
資
本
に 

依
賴
す
る
こ
と
益
々
多
き
を
加
へ
つ
X
.あ
る
も
の
で
あ
る
と
。abid., 

P-. 
3,32

し
。

ノ『

汩

炭

問

題

』

の
：減

功13
:
^々

-1
.か
っ

た
0
:時
0
名

藏

相

グ

」

フ
：
ッ
；
ド

ネ

十

ン

は

ジ

』

^̂ 

'
此

©
書

が

.國

債

を

縮 

少
せ
ん
と
す
み
彼
れ
の
願
望
を
强
^

!る
こ
と
を
認
め
、(

ー
千
八
百
六
十
六
；̂

一

 

1月
}
1十
：£
日

附

其

の.兄〉

< 
丨
バ
ー
ト
宛
ジ
：チ
ヴ
ォ」

ン
：
 

•15

の
書
翰
。letters and 

Journal, 

op. 

c
i
r

p. 

2
2
0
0
、
ジ
ョ
ン
»;
え
、チ

.;
-
'
'
:
ア

.|
'
'
,
个
*
ミ
ル
は
議
會
：に
於
け
る
演
說
匕
於
い
て
本
書
を 

擧
げ
て
、
後
世
子
孫
の
爲
め
に
今
に
於
い
て
公
債
縮
少
の
爲
め
に
更
ら
ぬ
^
夂
を
^

*を
^
ふ
可
き
_

^
.-
.
5
:
既
い
た
？
；グ
彳
ッ
^

ト 

ン
は
又
、
議
會
に
於
い
て
木
書
に
就
い
て 
一

K

々

し

、
，彼

れ

の

財

政

策

を

^
成

す

る
^
瘵

し

或

る

程^ -
ま

で

其

の

結

論

を

採

用

せ

ル

と

す 

.る
の
意
あ
.る
が
.如
く
に
見
え
だ
.。IT

タ
イ
ム
ス
.

』

紙
は
ダ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
誤
ら
し
む
：る
も

:(
0
:'
<
?
:
し
セ
其
：の
著
者
を
非
難
し
た
。(1
‘千
八 

百
六
：十
六
年
五
月
水
日
附
其
の
姉
ア
ジ
•
ル
ー)

シ
ィ
跑
•*
翰OJbid., 

p
.
2
2
3
.
)
o

而

し

て

特

に

ジ:■
-
ヴ

ォ

シ

ズ

に

ょ

っ

て

行

は

ル

た

る 

主
張
を
硏
究
す
る
が
爲
め
に
勅
命
委
肩
會
は
設
置
せ
ら
れ
た
。
應
用
經
濟
換
者
と
し
て
の
彼
れ
の
地
位
は
十
分
に
承
認
せ
ら
る
、
に
至 

っ
た
。 

•

‘ 

:

.
;本
書
は
冷
や
古
典
と
爲
0
た
。
"其
の
後
に
起
づ
た
事
實
に
由
0
て

此
の
.書
中
に
含
有
せ
ら
れ
て

ゐ

が

a

目

ホ
の
或
る
も

の
ぬ
確
證
せ 

ら
れ
"
他
の
も
•の
ば
’其
の
虛
僞
を
立
酿
‘せ
ら
れ
た
。
ジ

>
ヴ
ォ
ジ
ズ
が
本
書
を
萆
ず
る
に
.際
じ
て
報
齿
5:
利
用
す
る
こ
と
(0
出
涞
太
最 

後
の
尔
、

一

千
八
百
六
十
三
年
に
は
英
國
の
炭
坑
か
ら
採
掘
せ
ら
れ
た
石
炭
の
總
高
は
八
六
、
ニ
九
ニ
、1

H

五
噸
で
耖
っ
た
。
菇
れ
ょ 

り
し
て
恰
も
二
十
苹
を
經
過
せ
る
一
千
八
百
八
十
三
年
•に
は
共
の
高
は
1
.六
三

、
七
，三

七

、
三

ニ

七

噸

と

爲

っ

た

。

(ibid., 

p. 2
0
4
)
0

 

此
の
問
題
に
關
し
て
更
ら
に
十
分
な
る
銃
計
的
資
料
に
據
っ
て
更
ら
，に

徹
鹿
せ
る

著
述
を
行
は
ん
と
す
る
の
擧
が
^
人̂
に
.
ょ

っ

て

企

圖 

せ
ら
れ
た
。
其
の
‘一
人
に
.ジ
エ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
子
へ
ン
リ

ィ

e
ス

タ

ン

リ

ィ

•
ジ

エ

ヴ
ォ

ン

ズ(

p Stanley 

J
e
v
o
n
s
)

が
あ
る
。
而
も
本 

，
書

は

猶

ほ

被

炭

間

題

を

論

多

る

が

爲

沁

光

統

計

的

報

吿

を

使

用

^
る
最
^
丹
念
な
る
企
圖
^
し
^
^
文
”
實
際
社
#

^

紋

を

坐

ぜ

し

め

た

る

熱

述

と

し

て

永

く

經

濟

學

史

上

に

典

の

名

を

留

む

'可
き

も

の

で

あ

る

。

.

.
' 

.

經
濟
名
寒
解
題

- 

.

く
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.
1
1
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c
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